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平成 22年 10 月 29 日 

各      位 

会 社 名   日 東 工 業 株 式 会 社 

代表者名    取締役社長   山本 博夫 

(コード番号 6651 東証・名証第１部) 

問合せ先   経 理 部 長  岡田 雅博 

   (TEL. 0561－62－3111) 

 

第２四半期累計期間業績予想と実績値との差異および 

通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 平成 22 年５月 14 日に公表いたしました平成 23 年３月期の第２四半期累計期間業績予想と、本日公表の

実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 また、本日開催の取締役会において、最近の業績動向等を踏まえ、平成 22年５月 14日に公表いたしまし

た平成 23年３月期の通期業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 23年３月期第２四半期累計期間業績予想数値との差異（平成 22 年４月１日～平成 22 年９月 30 日） 

(１) 連結                                   （金額の単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

22,900 
百万円 

△400 
百万円 

△350 
百万円 

△300 
円 銭 

△7.40 

今回発表実績（Ｂ） 24,737 198 332 66 1.64 

増減額（Ｂ－Ａ） 1,837 598 682 366 － 

増減率（％） 8.0 － － － － 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 22年３月期第２四半期） 
21,726 △1,370 △1,236 △905 △21.86 

 

(２) 個別                                   （金額の単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

21,000 
百万円 

△500 
百万円 

△400 
百万円 

400 
円 銭 

9.87 

今回発表実績（Ｂ） 23,024 36 239 714 17.64 

増減額（Ｂ－Ａ） 2,024 536 639 314 － 

増減率（％） 9.6 － － 78.7 － 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 22年３月期第２四半期） 
20,107 △1,367 △1,120 △767 △18.52 

 

(３) 差異が生じた理由 

業務改善・経費削減等の一層のコスト削減活動に努めた結果および当初の想定以上に市場環境が持ち直 

したことなどにより、上記のとおり差異が生じたものであります。 

 



 2

２．平成 23年３月期通期業績予想数値の修正（平成 22年４月１日～平成 23年３月 31日） 

(１) 連結                                   （金額の単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

49,000 
百万円 

200 
百万円 

300 
百万円 

0 
円 銭 

0.00 

今回発表予想（Ｂ） 54,700 1,600 1,800 900 22.21 

増減額（Ｂ－Ａ） 5,700 1,400 1,500 900 － 

増減率（％） 11.6 700.0 500.0 － － 

（ご参考）前期実績 

（平成 22年３月期） 
46,444 △1,561 △1,281 △986 △24.01 

 

(２) 個別                                   （金額の単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

45,000 
百万円 

0 
百万円 

200 
百万円 

700 
円 銭 

17.27 

今回発表予想（Ｂ） 51,000 1,300 1,600 1,500 37.01 

増減額（Ｂ－Ａ） 6,000 1,300 1,400 800 － 

増減率（％） 13.3 － 700.0 114.3 － 

（ご参考）前期実績 

（平成 22年３月期） 
43,275 △1,580 △1,134 △825 △20.09 

 

(３) 修正の理由 

 今後も引き続き円高の長期化懸念や海外経済の減速等の下振れリスクにより自立的な景気回復には至

らないと思われますが、当業界におきましては、期の後半まで引き続き持ち直し傾向が続くと思われ、第

２四半期累計期間の実績および最近の業績動向等を踏まえ見直した結果、上記のとおり修正するものであ

ります。 

 

 

（注）上記の業績予想等は、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績等は

様々な要因により、これら予想数値と異なる可能性があります。 

 

以  上 


